
ジオシンセティッケス技術情報 2008.11 

技術報文

地震・洪水による堤体の災害と補強土工法による減災技術の開発

1 .はじめに

(独)農業食品産業技術研究機構農村工学研究所 毛利栄征・松島健一
堀俊和・有吉充

三井化学産資 山崎真司
東京理科大学龍岡文夫

ジオシンセティックスを用いた盛土や擁壁などの土質構造物の補強r:法が数多く開発されてきて

おり、これらの補強仁構造物の挙動や耐久性については、室内や数値解析によるメカニズムの解明

から現地での実物大構造物による実証的な調査・研究によって明らかになってきている。しかしな

がら、依然として集中的な豪雨や激しい地震動を受けて多くの盛土が崩壊するとともに、少なから

ず補強土構造物もダメージを受けているのが現状である。

河川堤防は洪水の発生による越流を受けて、決壊する事例が毎年のように報告されている。また、

同様に農業用のため池についても毎年豪雨によって被災しており、大規模な地露が先生した場合に

はさらに多くのため池の被害が発生している。これらの河川、およびため池の堤体は、水位の急1:

昇や地露動による堤体の沈下によって、堤体に越流が生じて法面の友[(Ij浸食が進行して破堤に至る。

堤体の突発的な決壊は、 2次災害に直結する危険性が高く、防災1:側めて深刻な状況と身えなけれ

ばならない。本論文では、堤体そのものの災吉に対する耐久性をrrlJLすることに焦点を、liてて、補

強土工法を用いた堤体の減災対策技術を紹介する。

2.減災対策としての堤体の補強

地震や洪水に伴う堤体の決壊を完全に防止するためには、越流が発生しないようにさらに大規

模・高強度の堤体構造を採用する方法や、地震動を受けても崩壊や沈下しないような法勾配の緩い

断面構造を採用する方法などがある。このような災害の防止技術は、 予防保全的な処置 (Active

safety)で、想定される洪水や地震に対して安全な堤体を構築するという指向である。このような能

動的に災害の先生を回避する堤体は、大規模となり逆に堤体の沈ドの危険性が高まるとともに地震

に対する安全性の確保はさらに高い技術を要する。想定以上の洪水や地震が発生した場合には、従

前の構造物以上の大被害をもたらす危険性を内在することとなる。 .jj、ある程度の災宮を許容し

ながらも、ダメージを局所的な部分にとどめて大きな災計に成長させない、あるいは、迅速な復旧

を可能とするような処置を指向する方法がある。この考え方は、災主に対する被害を低く抑えて全

体のダメージを軽減するような受動的な処置 (Passivesafety)である。両者は災害を完全に発生し

ないようにしようとする思想と減災に重点を置く考えの違いである。堤防の延長や膨大なため池の

数、あるいは立地条件などを考慮すると、前者の能動的な対策技術で効率的に災芹を防止すること

は、極めて岡難な状況にあると思われる。また、同時に減災技術だけでは、災宮による被害を封じ

込めることも困難であることは三うまでもない。

局所的に、しかも高強度の地震や豪雨が発生する傾向が強くなってきている現状では、能動的な

刊坊保全対策を進めながらも、受動的な被害軽減技術による堤体の構築や迅速な復旧を可能とする
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